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「親睦、多様性、公平性、奉仕、
リーダーシップを共に考えよう」

来週の例会

■ 6月15日（木）

卓話 一由 麻里 君

■ 例会後 次年度クラブ協議会

例会日：2023年6月8日
（令和5年6月8日）

■ 本日の卓話

「ＹＰＥ帰国報告」

ＹＰＥ研修生 大友 千佳 様

■ 今日の歌 「君が代」「四つのテスト」

ピアノ 岩島 佳子 先生

■ 例会前 6月度定例理事会

■ 例会後 新旧合同理事会

本日の例会のご出席ありがとうございます。3週間ぶりの例会です。今月のテーマはロータリー親睦活動月
間です。ロータリーの親睦はFriendshipではなく、Fellowshipであると言われています。１９２３～24度のRI会長
を務めたガイ、ガンディー氏が1916に寄稿した初期のロータリーのバイブルと言われる「ロータリー通解
ATalkingKnowledgeOfRotary」の中に、ロータリーのFellowshipとは、志を同じくする者同士の仲間意識であり
Friendship（親しい友人仲間の交友）ではないと説明されています。またロータリーにとどまり続ける理由は
もっとも多かったのが友情であり次に地域社会の貢献だそうです。また会員が「奉仕と親睦」を大事に考えて
いる、国際ロータリーの中核的価値を強く支持しているといえるようです。これを踏まえて我々も色々な意味
で、出来るだけ色々行事に参加すべきだと思います。これぞロータリーの醍醐味ではないでしょうか。
そして、先々週は国際大会のメルボルン参加に行って参りました。大阪ナイトで２６６０地区のロータリアンと
の触れ合い、また、友愛の広場でのトルコのロータリアンとの触れ合いと、本会議場での世界大会での国旗
の支持が圧巻でした、また帰りのバスでの触れ合いもありました。忍耐と感動と感激の3泊6日のメルボルン
大会でした。
是非とも次年度の国際大会のシンガポール大会に多くの人が参加されることを希望します。

本日の一言
この世で一番難しいのは、
新しい考えを受け入れことではなく、
古い考えを忘れることだ。
これで会長の挨拶とさせて頂きます

ロータリー親睦活動月間

メルボルン国際大会 参加報告 （国際大会参加：2023年 5月 27日、28日）

（参加者 藤本会長と奥様、水上さんと奥様、北埜さん、吉崎）

5 月の終わりに、メルボルン国際大会に参加してきました。今回は、クラブからのツアーは藤本会長ご夫妻と水上さんご夫妻

にガイドの田中さんというメンバーで、独自手配で北埜さんと私が参加。総勢ロータリアンは 4 名の参加です。メルボルンは晩

秋。薄いダウンが丁度良い気候でした。 

一足先にメルボルン入りしたツアーチームは、市内観光とペンギンパレードを楽しまれたご様子でした。簡 PG と御一緒の

北埜さんはゴルフ三昧だったようですが、どうしても Yarra バレーのワイナリー見学をしたかった私がお願いし、車で連れて行っ

て頂きました。メルボルンは近くに色んな見どころのある良いところです。 

27日夜は、視察ターゲットの『大阪ナイト』です。国際大会のメイン会場に近いパーティ会場に大阪からの 180名が集い

ました。メルボルン商工会の代表や日本総領事、メルボルン市長などのご挨拶や、トルコからのパストガバナー夫妻のご挨拶

などがありましたが、何といっても目玉は「イマジンダンサーズ」と称したガバナーと山本 PG,常任幹事団による『September』

ダンス。地区大会のダンスをバージョンアップし、楽しく盛り上がりました。ちなみに延原 GE 年度は『踊らない』と聞いています

ので、これは今年限りとホッとしています。YPE のリアとも再会できました。 

28日は、いよいよ開会式。メイン会場から 30分ほどのレッドローバーアリーナで開催されました。ここは全豪オープンテニス

の会場として有名なところです。開会式の山場は何といっても国旗パレードです。もちろん、日本の国旗に合わせ多くの声が

あがりました。そして、今年もウクライナの国旗にアリーナ全体から拍手が送られました。アボリジニの青年の「これまでの人生」

の話やジェニファージョーンズ会長の「世界中の奉仕する仲間との出会い」の話は、各方向に設置されたスクリーンから見やす

くて、思わず引き込まれます。普段なら国旗パレードの後すぐに退出する多くの日本人会員が、2 時間の開会式の最後まで

会場に留まっていた姿は今までにないものと感じました。開会式の後は、当日帰国するツアーチームと一緒に日本式居酒屋

でお寿司や唐揚げを食べ、買い物をしてお見送りしました。その後は友愛の広場を散策し、西南

RC の皆様とのお食事会に参加しました。翌日最終日は、NY からのロータリアンに勧められた映

像博物館を見学し、無事帰国いたしました。遠くてくたびれましたが楽しかったです！（吉崎） 



フィリップ島ガイドと

幹事就任挨拶 田原幹事幹事報告

委員会報告

会員コラム 井戸田 精一

≪これからの予定≫
【1】 本日例会前、6月度定例理事会、例会後、

新旧合同理事会
【2】 6/9(金）ＩＭ第4組新旧合同会長・幹事会（金

輪会） （藤本会長、城戸会長エレクト、田
原幹事、井戸田次年度幹事出席）

【3】 6/13（火）たまがわ高等支援学校職場見学
衛星クラブ例会 19：00～

【4】 6/15（木）例会後、次年度クラブ協議会
≪連絡事項≫
【1】 本日例会前、6月度定例理事会を開催いた

しました。例会後、4Ｆ楓の間にて新旧合同
理事会を開催いたします。今年度ならびに
次年度理事の方はよろしくお願い致します。

【2】 6/15（木）例会後、次年度クラブ協議会を開
催いたします。多数のご参加よろしくお願い
致します。

5/11 5/18 5/25

HC出席 29(0）名 29(2）名 休会

MU出席 2(1)名 6(2)名

修正出席率 70.45％ 74.47％

（5/25）休会・（6/1）休会
（5/18）の出席者数：29名（2） 内ＺＯＯＭ出席1名
ビジター2名：八尾ＲＣ会長エレクト 児林 秀一 様

八尾ＲＣ 上農 修 様

5/18 出席率：64.44％

※（ ）内数字は出席免除会員の出席者数
会員：54名（免除11名）

出席報告 5月18日

◎よろず相談室実行委員会 戸田委員長

5月21日、東体育館にて第15回よろず相談室が行

われました。今年は相談者数が法律11名、登記8名、

税務3名、歯科5名、看護1名の計28名でした。献血

は受付75名で採血400mlが55名、200mlが5名でし

た。また花市の収益26,280円は東大阪市善意銀行

に寄附致しました。例年より少ない来場者数となり

ましたが、参加して頂きました皆様の御協力の

おかげで無事終える事ができました。ありがとうご

ざいました。

次回のよろず相談室は地区補助金を使わない事業

となりますので、実行委員会で適切な規模の実施

を図りたいと思います。皆様の御協力宜しくお願い

致します。

（当日の結果）

来場者 約120名

相談件数 28件

法律11件 登記8件 税務3件 歯科5件

看護1件

献血結果報告

実施日：2023年5月21日（日）

場 所：近鉄瓢箪山駅 南側

受付時間：ＡＭ10：00～ＰＭ4：00

献血受付数：75名

採血数合計：60名（400ｍｌ 55名・200ｍｌ 5名）

「よろず相談」の出会いに感謝して

５月２１日の「よろず相談」会場に田中邦夫さんが

立ち寄ってくれました。昨年末に老人ホームに移る

計画を考えていたときに奥様が他界され、時間がで

き、ロータリークラブのことを思い出されたとのこと

でした。そして、２９日月曜日に俳句の会の前に、田

中さんのご自宅に奥様のお参りに伺いました。

仏前はまだ、日がたっておらず、２つの短冊に俳句

を記して飾っておられました。

一句目は「春灯下ボタンをかがる妻の肩」です。亡く

なる前の奥様がベットの横たわっていて邦夫さんの

袖をみて、「ボタンを付けなおしましょう」と言われて、

肩に手をかけてボタンを付けている様子です。

二句目は「バスケットかかへて春の初デイト」です。

初めて奥様と出会った時の様子を若いころの奥様

がバスケットを下げて、春の初デイトをした時の思

い出をうたっておられました。

田中さんはこの２つの句を記した短冊をいっしょに

お墓に備えようとされておられました。こんな時間を

得られたのもロータリークラブと俳句の会のおかげ

と思いました。

田中さんの思い出は、さだまさしの「天までとどけ」

で表現されていると感じましたので以下に載せてお

きます。

出逢いはいつでも偶然の風の中

きらめく君 僕の前にゆるやかに立ち止まる

懐しい風景に再びめぐり逢えた

そんな気がする 君の胸にはるかな故郷の風

舞いあがれ風船の憧れの様二人の明日天までと

どけ

フィリップ島 ぺんぎんまち

メルボルン市内観光

フィリップ島 カツオドリ
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